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もしくは 10.4%，それぞれラットの 1 MAC，2 MAC相当）またはセボフルラン（2.4%もしく













ランに比較して有意に弛緩反応を抑制した（平均差 -10.2，95% 信頼区間 -14.2 - -6.1，





均差 -0.3，95% 信頼区間 -0.6 - -0.1，p < 0.05，n = 7）．eNOS の Ser1177 のリン酸化
は，コントロール群に比較してセボフルランでのみ有意に抑制された（平均差 6.9，95% 信
頼区間 2.5 – 11.3，p < 0.05，n = 8）．eNOSの Thr495のリン酸化に変化はなかった．デ
スフルランはセボフルランに比較して，有意にブラジキニン刺激による細胞内カルシウム
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ルランはカルシウムシグナル伝達を抑制し，一方でセボフルランは eNOS のセリン 1177 番
残基のリン酸化を抑制するという，異なる機序によって NO産生を抑制していることを証明
した．血管内皮依存性弛緩反応に対するこれらの影響の差異と機序の異なりは，臨床応用
を見据えた場合，内皮機能をより温存するための吸入麻酔薬の使用に関して，価値のある
知見であると考えられる． 
本研究は，博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた． 
 
